
公共・公用施設の現状
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2060年にあるべき姿から考える

施設のあり方について
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将来推計（富山県・全体）

33



県内の人口分布の状況と将来推計

（出典）1980年：都市構造可視化計画によるデータを Google Earth上で表示
2020年～2060年：国土数値情報 1kmメッシュ別将来推計人口データ（R6国政局推計）による人口メッシュをGoogle Earth上で表示 4

1980年、2020年、2060年の人口メッシュを経年で見ると、かつて中心部等に集中していた人口が

広いエリアに拡散し、人口減少とあいまって人口の低密度化が進行している。
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2025年現在の行政庁舎 県・市町村
の主なもの
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例えば…



20６０年には・・・
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富山県内市町村の庁舎面積の推移

本庁舎面積 支所面積 本庁舎・支所職員数
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富山県の庁舎面積の推移

本庁舎面積 出先庁舎面積

試験研究機関面積 一般行政職員数

県市町村庁舎の延床面積の推移
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面積（千㎡）面積（千㎡） 職員数（十人） 職員数（十人）

・県の庁舎では、試験研究機関の面積が増加し、庁舎全体としては微増傾向にある。
・市町村の庁舎面積は、合併による分庁舎方式の見直しなどにより、本庁舎面積は
減少している。

（出典）県庁舎面積、市町村庁舎面積、市町村職員数（本庁舎、支所・出張所）は総務省公共施設等状況調査 県一般行政職員数は総務省定員管理調査
注： 試験研究機関は、環境科学センター、衛生研究所、薬事総合研究開発センター、産業技術研究開発センター、農林水産総合技術センターを指す。



人口密度と行政コスト

（出所）内閣府「令和３年度 年次経済財政報告 ―レジリエントな日本経済へ：強さと柔軟性を持つ経済社会に向けた変革の加速― 」
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人口密度と行政コストの間には、人口密度が高いほど一人当たり行政コスト
は小さくなる傾向がある。



H30.8 総務省情報通信審議会情報政策通信部会
IoT新時代の未来づくり検討委員会資料（抄）

H30（2018）年総務省検討委員会資料
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H30.8 総務省情報通信審議会情報政策通信部会
IoT新時代の未来づくり検討委員会資料（抄）
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H30.8 総務省情報通信審議会情報政策通信部会
IoT新時代の未来づくり検討委員会資料（抄）
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H30.8 総務省情報通信審議会情報政策通信部会
IoT新時代の未来づくり検討委員会資料（抄）
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H30.8 総務省情報通信審議会情報政策通信部会
IoT新時代の未来づくり検討委員会資料（抄）
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